
７
５
周
年
を
機
に
原
点
回
帰

　
環
境
へ
の
貢
献
は
、
現
代
企
業
に
求
め
ら
れ
る
必
須
条
件
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
一
方
で
「
環
境
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
意
味
は
多
様
だ
。
地
域
と
い
う
限

ら
れ
た
エ
リ
ア
の
環
境
か
ら
、
地
球
環
境
と
い
う
広
い
範
囲
ま
で
及
ん
で
お

り
、
企
業
の
対
応
も
さ
ま
ざ
ま
。
こ
こ
で
は
九
州
を
拠
点
に
環
境
へ
の
貢
献
を

果
た
し
て
い
る
、
地
場
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
２
社
を
紹
介
す
る
。

「雑草アタック」を施工した歩道

竹製防草材の知名度向上
　
日
本
乾
溜
工
業
は
鉄
の
町

福
岡
県
八
幡
市

現
・
北
九
州

市

で
電
解
炉
の
電
極
用
ピ
ッ

チ
コ
ー
ク
ス
を
生
産
す
る
化
学

会
社
と
し
て
設
立
。
戦
後
は
安

全
衛
生
用
品
の
販
売
や
、
現
在

の
主
力
事
業
で
あ
る
道
路
施
設

な
ど
の
交
通
安
全
工
事
へ
事
業

を
拡
大
し
た
。

　
化
学
品
事
業
で
は
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
向
け
不
溶
性
硫
黄
を
生

産
す
る
ほ
か
、
近
年
は
防
草
材

「
雑
草
ア
タ
ッ
ク
」
の
知
名
度

が
向
上
。
創
業
地
の
北
九
州

で
、
森
林
整
備
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
刈
っ
た
竹
を
購
入
し
、
天

然
素
材
の
み
の
防
草
材
と
し
て

販
売
。
そ
の
効
果
と
自
然
な
風

合
い
が
人
気
だ
。

沢井　博美さわい　　ひろみ社長

【
企
業
概
要
】

　
▽
所
在
地

福
岡
市
東
区

馬
出
１
の

の

、
０
９
２

・
６
３
２
・
１
０
５
０
▽
社

長

沢
井
博
美
氏
▽
従
業
員

２
０
３
人

連
結

▽
売

上
高

１
２
４
億
９
７
０
０

万
円

年
９
月
期

▽
設

立

年

昭

７
月
▽

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
日
本
乾
溜
工
業
は
道
路
関

連
の
安
全
施
設
工
事
な
ど
を

主
力
と
し
、
２
０
１
４
年
７

月
で
設
立

周
年
と
な
っ

た
。

年
９
月
期
は
建
設
業

と
防
災
安
全
事
業
の
伸
長
な

ど
で
増
収
増
益
。

年
９
月

期
は
２
期
連
続
の
増
収
を
見

込
む
。
同
社
は
生
活
に
不
可

欠
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
面
で

生
活
環
境
を
支
え
る
ほ
か
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
製
品

づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

「
１
０
０
年
企
業
」
を
目
指

す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
沢

井
博
美
社
長
に
聞
い
た
。

　
―
こ
の
７
月
で
設
立

周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
節
目
の
年
で
あ
る
と
同

時
に

１
０
０
年
企
業

に

向
け
た
礎
を
築
く
た
め
、

い
し
ず
え

一
か
ら
出
直
す
時
機
で
も
あ

る
。

年

月
か
ら
組
織
体

制
を
見
直
し
、
新
た
に
営
業

と
技
術
を
統
括
す
る
部
門
を

設
け
た
。
両
部
門
に
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
部
を
横
断
的
に
統

括
す
る
各
責
任
者
を
置
き
、

建
設
・
防
災
安
全
・
化
学
品

の
３
事
業
部
に
横
串
を
刺
し

た
。
社
内
の
流
れ
が
変
わ
り

始
め
て
お
り
、
前
期
の
業
績

を
超
え
ら
れ
そ
う
だ
」

　
―
社
長
就
任
か
ら
２
年
半

が
た
ち
ま
し
た
。

　
「
営
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
周
年
事
業
に
合
わ
せ
て

資
料
を
整
理
し
て
い
る
と
、

年
以
上
前
の
営
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
出
て
き
た
。
当
社
５

代
目
社
長
で
中
興
の
祖
と
言

え
る
、
金
井
松
廣
元
社
長
に

よ
る
も
の
だ
。
表
紙
に

誰

よ
り
も
多
く
売
る
人
は
商
品

に
つ
い
て
誰
よ
り
も
広
く
深

く
知
っ
て
い
る
人
で
あ
る

と
あ
り
、
私
が
考
え
て
き
た

こ
と
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
。

偶
然
見
つ
か
っ
た
も
の
だ

が
、
節
目
に
合
わ
せ
て
原
点

に
戻
っ
た
感
覚
だ
」

　
―
な
ぜ
商
品
を
知
る
こ
と

は
重
要
な
の
で
す
か
。

　
「
商
品
が
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
生
ま
れ
た
か
と
い
う
根

本
を
知
れ
ば
、
商
品
の
本
質

的
な
狙
い
を
理
解
で
き
る
か

ら
だ
。
当
社
は
安
全
の
た
め

の
商
品
を
扱
っ
て
い
る
。
金

銭
的
利
益
を
第
一
に
考
え
る

の
で
は
な
く
、
顧
客
が
必
要

な
商
品
を
課
題
解
決
型
で
提

案
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
会

社
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
」

　
―
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
顧
客
で
あ
る
行
政
機
関

な
ど
と
日
々
接
し
て
い
る
当

社
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
く
み

取
り
、
時
代
に
合
っ
た
商
品

づ
く
り
を
メ
ー
カ
ー
に
提
案

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
多
く

の
メ
ー
カ
ー
と
取
引
が
あ
る

こ
と
は
当
社
の
強
み
だ
が
、

既
存
商
品
が
１
０
０
％
と
思

っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。
当

社
の
事
業
は
最
終
的
に
人
命

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

顧
客
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る

知
識
が
あ
り
、
付
加
価
値
も

提
供
で
き
る
。
安
全
を
売
る

会
社
で
あ
り
、
顧
客
を
満
足

さ
せ
る
こ
と
が
社
会
の
満
足

に
も
つ
な
が
る
」

　
―
道
路
工
事
な
ど
生
活
環

境
づ
く
り
に
携
わ
る
一
方
、

地
球
環
境
に
配
慮
す
る
防
草

材
「
雑
草
ア
タ
ッ
ク
」
が
人

気
で
す
。

　
「
北
九
州
市
で
間
伐
し
た

竹
が
原
料
。

第

回
エ
コ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞

で
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
以

来
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か

ら
引
き
合
い
が
あ
る
。
環
境

に
良
い
も
の
は
積
極
果
敢
に

先
取
り
し
て
い
く
。
後
追
い

し
て
も
仕
方
が
な
い
」

　
―
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

会
社
を
目
指
し
ま
す
か
。

　
「
真
面
目
で
地
に
足
を
つ

け
た
事
業
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
る
。
社
の
名
前
だ
け
が

売
れ
れ
ば
良
い
と
い
う
の
で

は
な
く
、
社
会
的
に
認
め
ら

れ
、
安
全
を
き
ち
ん
と
売
る

こ
と
が
で
き
る
企
業
で
あ
り

た
い
。
当
社
は
事
業
を
行
う

こ
と
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ

企
業
の
社

会
的
責
任

を
全
う
す
る
こ

と
に
直
結
し
、
社
会
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
企
業
だ
。
目
立

た
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

真
面
目
に
取
り
組
み
、
社
員

に
と
っ
て
も
働
き
が
い
の
あ

る
企
業
で
あ
り
続
け
た
い
」

太
陽
光
発
電
２
０
年
の
実
績

堀内　重夫ほりうち　　しげお社長

　
堀
内
電
気
は
福
岡
市
南
区

に
本
社
を
置
く
電
気
工
事
企

業
で
、
近
年
大
幅
に
業
績
を

伸
ば
し
て
い
る
。
中
心
と
な

る
の
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大

規
模
太
陽
光
発
電
所

の
建

設
や
販
売
、
管
理
の
各
事

業
。
創
業
以
来
培
っ
て
き
た

電
気
工
事
の
技
術
と
、
約

年
前
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
太

陽
光
発
電
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
す
こ
と
で
、
顧
客
の
信
頼

を
得
て
い
る
。
堀
内
重
夫
社

長
に
好
調
の
理
由
と
今
後
の

展
望
を
聞
い
た
。

　
―
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
Ｅ
Ｐ

Ｃ

設
計
、
調
達
、
建
設

や
管
理
、
販
売
事
業
が
好
調

で
す
。

　
「
熊
本
、
鹿
児
島
の
両
市

内
で
当
社
が
建
設
し
た
太
陽

光
発
電
所
に
続
い
て
、
長
崎

県
西
海
市
で
当
社
３
カ
所
目

と
な
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

堀

内
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
発
電

所

を
建
設
中
だ
。
出
力
約

１
０
０
０

で
自
社
発
電

所
と
し
て
売
電
す
る
。
７
月

上
旬
に
着
工
し
、
２
０
１
５

年
２
月
の
完
成
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
西
海
市
内
で
は

地
場
企
業
と
協
力
体
制
を
築

い
て
お
り
、
今
後
も
３
０
０

カ
所
で
、
合
計
３
万

規

模
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
を

計
画
し
て
い
る
」

　
―
業
績
へ
の
寄
与
も
大
き

い
の
で
は
。

　
「
当
社
の
売
上
高
は
数
年

前
ま
で
２
億
―
３
億
円
台
で

推
移
し
て
い
た
が
、
東
日
本

大
震
災
後
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
の
伸
び
が
大
き
く
な
っ

た
。
Ｅ
Ｐ
Ｃ
事
業
な
ど
の
受

注
が
広
が
り
、

年
３
月
期

に
は
前
期
比
３
倍
近
い
売
上

高

億
６
０
０
０
万
円
を
計

上
し
た
。
さ
ら
に

年
３
月

期
は
同

億
円
を
見
込
ん
で

い
る
」

　
―
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
関
連
で

は
ど
の
よ
う
な
実
績
が
あ
り

ま
す
か
。

　
「
熊
本
市
内
で
低
圧
分
譲

中
の
物
件
は

月
を
め
ど
に

完
売
予
定
で
、
鹿
児
島
市
内

の
物
件
は
全

区
画
の
う
ち

残
り
４
区
画
と
な
っ
た
。
Ｅ

Ｐ
Ｃ
事
業
で
は
九
電
工
や
西

部
電
気
工
業
を
中
心
に
受
託

し
て
い
る
。
ま
た
管
理
で

は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
２

０
０
０

ク
ラ
ス
の
発
電

所
４
件
の
管
理
を
任
さ
れ
て

い
る
。
管
理
だ
け
で
言
え
ば

九
州
地
域
で

カ
所
程
度
に

の
ぼ
る
」

　
―
強
み
は
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
。

　
「
当
社
の
太
陽
光
発
電
事

業
の
原
点
は
約

年
前
に
あ

り
、
太
陽
光
発
電
に
古
く
か

ら
携
わ
っ
て
き
た
自
負
が
あ

る
。
地
場
大
手
の
電
設
工
事

企
業
と
は
、
同
社
の
太
陽
光

発
電
事
業
立
ち
上
げ
か
ら
協

業
し
て
き
た
。
当
社
は
１
９

９
７
年
ご
ろ
に
モ
ル
デ
ィ
ブ

で
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
の
技
術
支
援
を
手
が
け

た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

年

に
は
同
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
環
境

関
連
展
示
会
に
出
展
し
た
実

績
も
強
み
だ
」

　
―
顧
客
に
対
す
る
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
「
当
社
は
規
模
が
小
さ
い

な
が
ら
も
、
土
地
の
取
得
か

ら
す
べ
て
や
る
。
最
初
は
大

丈
夫
か
と
不
安
に
な
る
顧
客

も
い
る
が
、
実
績
を
示
す
と

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
。
極

端
に
言
え
ば
、
顧
客
が
預
金

通
帳
を
見
て
売
電
収
入
を
確

認
す
れ
ば
済
む
よ
う
な
、
安

心
で
き
る
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
制
を
築
い
て
い
る
」

　
―
今
後
の
展
望
は
。

　
「
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ

Ｅ
Ｄ

照
明
の
施
工
を
は
じ

め
省
エ
ネ
プ
ラ
ン
を
一
貫
し

て
提
案
す
る
、
電
気
の
ト
ー

タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
で
き

る
。
太
陽
光
な
ど
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
原
子
力
発
電
所

が
稼
働
し
た
と
し
て
も
今
後

も
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め

電
気
工
事
を
ベ
ー
ス
と
し
な

が
ら
も
、
太
陽
光
発
電
の
管

理
や
維
持
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
手
が
け
て
い
き
た
い
。
販

促
面
で
も
社
長
の
私
が
顔
を

み
せ
る
こ
と
で
、
顧
客
の
安

心
に
つ
な
げ
た
い
。

九
州

の
太
陽
光
発
電
は
堀
内
電

気

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
」

【
企
業
概
要
】

　
▽
所
在
地

福
岡
市
南
区

横
手
２
の

の
３
、
０
９
２

・
５
８
８
・
６
１
８
０
▽
社

長

堀
内
重
夫
氏
▽
従
業
員

人
▽
売
上
高

億
６

０
０
０
万
円

年
３
月

期

▽
創
業

年

昭

９
月
▽
Ｕ
Ｒ
Ｌ

本社近くに設置したＥＶ用充電器

ＥＶ充電スタンド設置に力
　
堀
内
電
気
は
１
９
８
６
年
に

堀
内
重
夫
社
長
が
創
業
。
一
般

電
気
工
事
を
は
じ
め
と
し
て
、

特
別
高
圧
電
気
工
事
や
受
変
電

設
備
工
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

電
気
関
連
工
事
を
手
が
け
て
き

た
。

　
福
岡
県
や
福
岡
市
な
ど
自
治

体
の
ほ
か
、
大
手
企
業
を
主
要

取
引
先
に
持
つ
。
ま
た
電
気
自

動
車

Ｅ
Ｖ

の
導
入
促
進
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
自
社
で

運
用
し
て
い
る
ほ
か
、
「
充
電

ス
タ
ン
ド
の
設
置
は
電
気
工
事

屋
の
仕
事
だ
」
と
の
堀
内
社
長

の
考
え
を
実
践
し
て
、
本
社
駐

車
場
に
は
充
電
ス
タ
ン
ド
を
設

置
し
て
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
貢
献
し

て
い
る
。

環境・地域に貢献する九州企業
日本乾溜工業堀内電気
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